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区 飼養羽数
脱毛発生羽数
　(発生率%）

つつき傷発生
羽数(発生率%）

1 41 0 0

2 41 ２５ （６１．８） ５ （１２．２）

3 29 １４ （４８．３） ２ （　６．９）

4 18  　８ （４４．４） １ （　５．６）

区
ブロ前期
（ｇ）

ブロ仕上げ
(kg)

飼養要求率
飼料費
(円）

1 808 9.81 3.12 601.5

2 10.85 3.49 672.8

3 710 10.39 3.43

4 10.11 3.52
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会津地鶏のデビークを省略すると生産性が低下する
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　 会津地鶏の生産農家ではデビーク作業を省略して飼うことがある。このため、悪癖等が発生して生産性を低下させて
いる。　そこで、会津地鶏の雄でデビークを省略した場合の発育や損耗率等への影響について調査した。

平成１８年度試験成績概要（２００６）

表３　飼料要求率、１羽あたり飼料費(羽）

悪癖はデビークを省略した全ての区で発生し、一時はほぼ全羽に脱毛が見られた。

出荷時の脱毛鶏の発生率は、飼養密度が高くなるほど高くなった。

飼料要求率は、デビークを省略した区が高く、１羽あたりの飼料費で約71円多いことが判明した。

デビーク実施の有無とデビークを省略して飼養密度を変えて、出荷適期の17週齢まで調査した。

デビークを実施した場合と省略した場合の発育は同等であった。
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表２　脱毛およびつつき傷発生率(17週齢時）

図１　体重の推移

表1　区の構成
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1区

2区

3区

4区

区 デビークの有無 ㎡羽数

1 あ り ７ 羽

2 な し ７ 羽

3 な し ５ 羽

4 な し ３ 羽


